
平成25年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

平成24年11月13日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社高松コンストラクショングループ 上場取引所 東 大
コード番号 1762 URL http://www.takamatsu-cg.co.jp/
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 小川 完二
問合せ先責任者 （役職名） 専務取締役 （氏名） 北村 明 TEL 03-3455-8108
四半期報告書提出予定日 平成24年11月14日 配当支払開始予定日 平成24年12月7日
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 64,655 8.7 865 △43.6 911 △61.2 422 △70.2
24年3月期第2四半期 59,480 △6.6 1,535 △39.6 2,351 △30.7 1,418 △13.4

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 326百万円 （△77.9％） 24年3月期第2四半期 1,474百万円 （△27.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 11.62 ―
24年3月期第2四半期 38.43 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第2四半期 132,510 89,414 54.7
24年3月期 137,620 90,687 53.2
（参考） 自己資本 25年3月期第2四半期 72,548百万円 24年3月期 73,240百万円

2.  配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
24年３月期期末配当金の内訳 特別配当５円00銭

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 9.00 ― 14.00 23.00
25年3月期 ― 9.00
25年3月期（予想） ― 9.00 18.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 150,000 8.0 5,800 0.9 5,800 △12.9 3,400 △19.2 94.14



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。詳細は、添付資料２ページ「２．サマリー情報（注
記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法にもとづく四半期レビュー手続の対象外であります。
なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法にもとづく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しております。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている将来に関する記述は、発表日現在で入手可能な情報にもとづいて作成したものであり、実際の業績等は今後様々な要因によって異な

る可能性があります。

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 有
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 38,880,000 株 24年3月期 38,880,000 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q 2,764,357 株 24年3月期 2,360,777 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 36,387,320 株 24年3月期2Q 36,913,033 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、前半は震災復興需要や底堅い個人消費を背景として緩やか

な回復傾向を呈しましたが、その後は海外経済の減速や長期化する円高などにより次第に停滞感を強めてまいり

ました。

また、日中関係の悪化など新たな懸念材料もあり、景気は依然として先行き不透明な状況で推移いたしまし

た。

建設業界におきましては、公共投資は震災復興需要の下支えにより増加基調となり、民間投資も一部に回復の

動きがみられましたが、価格競争の激化や労務費の高騰など、採算面を中心として厳しい経営環境が続きまし

た。

このような状況のなかで、当第２四半期連結累計期間の受注高は82,337百万円（前年同期比34.2％増）、売上

高は64,655百万円（前年同期比8.7％増）となり、利益につきましては、営業利益は865百万円（前年同期比

43.6％減）、経常利益は連結子会社に係る負ののれんの償却額（営業外収益）の計上が前期に完了したこと等に

より911百万円（前年同期比61.2％減）、四半期純利益は422百万円（前年同期比70.2％減）となりました。

当第２四半期連結累計期間におけるセグメントの業績は、次のとおりであります。

なお、セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

（建築事業）

売上高は26,756百万円（前年同期比10.0％減）となり、セグメント利益は438百万円（前年同期比76.5％

減）となりました。

（土木事業）

売上高は33,255百万円（前年同期比24.8％増）となり、セグメント利益は790百万円（前年同期比929.4％

増）となりました。

（不動産事業）

売上高は4,643百万円（前年同期比48.9％増）となり、セグメント利益は649百万円（前年同期比45.8％

増）となりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（資産の部）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ5,109百万円減少し、132,510百万円となり

ました。

その主な要因は、売上債権の回収による受取手形・完成工事未収入金等の減少等によるものであります。

（負債の部）

負債は、前連結会計年度末に比べ3,837百万円減少し、43,096百万円となりました。

その主な要因は、仕入債務の支払による工事未払金の減少等によるものであります。

（純資産の部）

純資産は、前連結会計年度末に比べ1,272百万円減少し、89,414百万円となりました。

その主な要因は、自己株式の取得および連結子会社の自己株式取得に伴う少数株主持分の減少等によるもので

あります。

その結果、純資産比率は、前連結会計年度末に比べ1.6ポイント上昇し67.5％となりました。

なお、純資産の額から少数株主持分を控除した自己資本の額は72,548百万円となり、自己資本比率は、前連結

会計年度末に比べ1.5ポイント上昇し54.7％となりました。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

2013年３月期の通期業績予想につきましては、2012年５月15日に公表した予想から変更ありません。

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社および連結子会社は、法人税法の改正にともない、第１四半期連結会計期間より、2012年４月１日以後

に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法にもとづく減価償却方法に変更しております。

なお、これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

１．当四半期決算に関する定性的情報

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(2012年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2012年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 59,684 63,527

受取手形・完成工事未収入金等 42,070 32,085

販売用不動産 2,773 3,205

未成工事支出金 999 1,706

不動産事業支出金 1,933 1,341

繰延税金資産 926 825

その他 4,182 5,707

貸倒引当金 △150 △172

流動資産合計 112,419 108,226

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 3,115 3,102

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 497 501

船舶（純額） 1,602 1,486

土地 9,382 9,409

リース資産（純額） 76 67

建設仮勘定 1 －

有形固定資産合計 14,675 14,567

無形固定資産 222 231

投資その他の資産

投資有価証券 5,000 4,782

投資不動産（純額） 283 207

繰延税金資産 1,205 1,238

その他 4,876 4,320

貸倒引当金 △1,064 △1,064

投資その他の資産合計 10,302 9,484

固定資産合計 25,200 24,284

資産合計 137,620 132,510
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2012年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2012年９月30日)

負債の部

流動負債

工事未払金 21,464 16,377

未払法人税等 1,329 534

未成工事受入金 5,742 8,788

賞与引当金 1,466 1,608

完成工事補償引当金 644 634

工事損失引当金 150 76

その他 4,629 3,528

流動負債合計 35,428 31,549

固定負債

再評価に係る繰延税金負債 373 373

退職給付引当金 9,059 9,177

船舶特別修繕引当金 83 72

その他 1,987 1,922

固定負債合計 11,504 11,546

負債合計 46,933 43,096

純資産の部

株主資本

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 272 272

利益剰余金 73,353 73,265

自己株式 △3,586 △4,161

株主資本合計 75,038 74,375

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △139 △168

土地再評価差額金 △1,658 △1,658

その他の包括利益累計額合計 △1,797 △1,826

少数株主持分 17,446 16,865

純資産合計 90,687 89,414

負債純資産合計 137,620 132,510
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
（四半期連結損益計算書）
（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 2011年４月１日
至 2011年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2012年４月１日
至 2012年９月30日)

売上高

完成工事高 56,361 60,012

不動産事業売上高 3,118 4,643

売上高合計 59,480 64,655

売上原価

完成工事原価 49,397 53,601

不動産事業売上原価 2,645 3,950

売上原価合計 52,043 57,552

売上総利益

完成工事総利益 6,964 6,410

不動産事業総利益 473 692

売上総利益合計 7,437 7,103

販売費及び一般管理費 5,902 6,237

営業利益 1,535 865

営業外収益

受取利息 1 3

受取配当金 67 64

負ののれん償却額 743 －

償却債権取立益 53 27

その他 50 31

営業外収益合計 916 126

営業外費用

支払利息 48 74

その他 50 6

営業外費用合計 99 80

経常利益 2,351 911

特別利益

固定資産売却益 4 9

投資不動産売却益 28 13

負ののれん発生益 217 199

特別利益合計 249 223

特別損失

投資有価証券評価損 0 214

その他 38 19

特別損失合計 38 234

税金等調整前四半期純利益 2,563 900

法人税、住民税及び事業税 1,110 493

法人税等調整額 △13 63

法人税等合計 1,097 557

少数株主損益調整前四半期純利益 1,465 343

少数株主利益又は少数株主損失（△） 46 △79

四半期純利益 1,418 422

㈱髙松コンストラクショングループ（1762）　2013年３月期　第２四半期決算短信

－ 5 －



（四半期連結包括利益計算書）
（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 2011年４月１日
至 2011年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2012年４月１日
至 2012年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,465 343

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 8 △16

その他の包括利益合計 8 △16

四半期包括利益 1,474 326

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,428 393

少数株主に係る四半期包括利益 45 △67
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該当事項はありません。

該当事項はありません。

連結受注高、連結売上高の状況

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．補足情報

区分

前第２四半期累計

（自 2011年４月１日

至 2011年９月30日）

当第２四半期累計

（自 2012年４月１日

至 2012年９月30日）

増減

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

増減率

（％）

受

注

高

建築事業 27,956 45.6 39,607 48.1 11,651 41.7

土木事業 30,285 49.3 38,086 46.3 7,801 25.8

建設事業計 58,241 94.9 77,694 94.4 19,452 33.4

不動産事業 3,118 5.1 4,643 5.6 1,524 48.9

合計 61,360 100.0 82,337 100.0 20,977 34.2

売

上

高

建築事業 29,721 50.0 26,756 41.4 △2,964 △10.0

土木事業 26,640 44.8 33,255 51.4 6,614 24.8

建設事業計 56,361 94.8 60,012 92.8 3,650 6.5

不動産事業 3,118 5.2 4,643 7.2 1,524 48.9

合計 59,480 100.0 64,655 100.0 5,175 8.7

㈱髙松コンストラクショングループ（1762）　2013年３月期　第２四半期決算短信

－ 7 －




